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　急性黄色肝萎縮症は小児期には稀な疾患で，我が国

に於けるi報告例は現在迄8例にすぎない①⑨③④。殊

に乳児期に発生したものは新津氏④の1例があるのみ

である。

　私ぽ最近出産時に始まる黄直及び無胆汁性糞便を主．

症状とし，臨床的セこは先天性胆道閉塞症を思わせた

が，死后剖検により乳児には極めて稀な亜急性黄肝萎

　　　　　　　　　　　　　　s縮症なることが判明した1例を経験したので，本邦に

於ける第2例として報告する。

　症例
　村○久○子女児6ケ月
　家族歴；両親は健在，流産及び早産はなく，梅毒を

否定していた。同胞なし。

　既往歴；第1子，母乳栄養児，出産は15日早かつた

カ；正1規分娩，生下｝笥…f本蚕580匁o・母↓よ娠娠宋其｝∬こ全身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sの倦怠感の為，1日位淋につくことが4，5回あつた以

外は別に異常を感じなかつた。叉娠娠中特別な薬を服

用したこともなく，ワツセルVン氏反応も陰性であつ

た。

　現病歴；出産時既に全身に黄疸を認めたが，元気及

び哺乳力は正常であつた。しかし生后1ケ月頃から糞

便が時々は黄色になるが，灰白色であることに気付い

た。某医iより先天性胆道閉塞症の診断の下に，ビタミ

ソKの注射を受けて来た。生后5月頃から糞便は黄色

になつたが黄疸はむしろ強くなつた。所が入院の1週

間前から黄疸は更に強くなり，食慾元気もなくなり，

1日に2，3回嘔吐し，下肢に浮腫が起つて来た。入院

の3醐から元気は蚕く消失し，＝・一一ヒー残憐劇敵

が入院前日に3回，入院当Mに1回起り，全く哺乳し

なくなつたので昭和25年3月25日当院小児科を訪れ」

先天性胆道閉塞症の診断の下に1自：ちに入院した・入院

前1こは不安状態，痙攣等の神経症状はなく，発熱は不

明であつた。

　入院時所見；体格やや小，’栄養比較的良好，休湿

35．8°C，皮腐は乾燥し黄疸譜明，発疹及び皮下出血を

認めず。顔貌は無慾状であるが不安状態はない。脈臆

は姶間100，不鵠緊張弱，呼吸狢眼球結膜の黄
痩著明，口腐，舌は乾燥し厚い舌苔を認める。口贋i粘

膜に強い黄恒あり，出血斑（一），口嗅（一），咽頭は軽

度に発赤す。頸部淋巴腺ふれず，胸部に於ては心音

弱，肺臓に異常を認めず，腹剛よ一般に強く膨脆し，静

1泳の怒脹を認める。腹水（一），肝臓は季肋下に2横指

ふれ軟，胆嚢はふれず，脾臓は先端をふれ，脛骨部た

浮腫を認めた。膝蓋腱反射は右弱，左消失す。アキレ

ス腱反射消失，バビソスキー氏現象及び項部強直（一）。

　血液所見は赤血球数310万，血色索量こ5％，白血

球数　21700，　「li・i生好」1生白血〕求　50g∠，　　淵ミ巴球46タ∠，

エナヂソ好性白」血球2％，単球2％で貧」乱と自血

球増多があつた。出血時間は7分30秒でやや延長し，

ボルベリー氏皮膚毛細血管抵抗力検査は正常であつ

た。

’尿は濃黄褐色，透明，蛋白（＋），ウロピリノーケン

（一），ビリルビン（十），尿沈造には白i‘L球が1視野セζ二

10－15ケあり黄染していたが，チ胃ヂン及びロイチン

を認めず。糞便は軟かく黄色顯粒粘液性であつた。

　木症例は入院時既に重症であり，採血に成功せず従

つて血清ビリルビン量及びワツセルvン氏反応等は実



　

施出来なかつた。

　経過；入院后発熱37．6°G，元気食慾はなく，輪血

500c，カチープ5¢cを注射した。入院2目目には一般

状態が次第セこ侵され，　コーヒe・・残芒査様嘔吐カミ3回起つ

た。入院3日目には一般状態益々悪化し，胸部全面に

水泡性ラツセルが多数現れ，省郷口に牧縮期雑音を聞

き，浮腫は右側腹部，背部，下肢全面に拡がり3月28日

午后1時死亡した。

　剖検的所見（病理学教室石井教授による）本剖検は

家族の希望により臓器の摘出が出来ず，各臓器の小片

を得たのみであつた。

　病理解剖診断；1）亜急性黄色肝萎縮症（一部続発

性肝硬変像（長与甲型）への移行を示す）2）腎の潤濁，

腫脹，3）かなり大きな非常に軟かい，血液に宮んだ

脾臓，4）　門肱系讐ξ」血，5）　空腸の…毛細管出血，6）

高度の鼓腸，7）　全身高度の黄疸。

　肉眼的所見；　全身に強度の黄疸あり，腹水は黄色

透明約BOcc，腸管に高度の鼓腸及び出血斑を認め，小

腸内にはゲラチン様の血液がつまつていた。肝臓は全

休として萎縮し，割面は不平等な細願粒状を呈し硬度

を増していたo割面を見ると大小不等の小結節が形D完

せられ，且つ黄色乃至黄緑色を定し，所々に小さな閏

血竃を認めた。脾臓は季肋下に辺縁を認め，大きさ正

常の約35倍，胃にはコーヒー残澄様のものが壁に附着

していた。肝外並に肝内胆管，12指腸乳頭及び門肱に

適邸詞浮はない。胆嚢壁に軽度の水腫を認めた。腎臓

は割面凹凸で黄疸があつた。

　肝の組織学的所見；1）肝胆織の変性壊死，2）間

質，所謂偽胆管及び格子状繊維の増殖，3）肝細胞の

不規則，島畷状の再生，　4）間質の白血球及び淋巴

球浸潤b　　　’

　　　　　　　　　考　　　　按

　急性寅色肝萎縮症は成人には珍らしくないが，小児

　には珍らしく，本邦に於ける小児の報告例は僅かに

　8例にすぎない。しかもその中の5例は7才以上で，

　本例の如き乳児の報告例は新津氏の1例のみである。

　　成書によ・ると本症の症状は発熱，無気力，食慾不

　振，嘔気嘔吐，黄疸，出血性素因，神経症状，肝腫等

　があげられている。本症例は哺乳力及び一般状態が死

　の10日前迄は良好であり，死亡10日前から嘔吐，浮腫

　を起した。しかし発熱出血性素因，神経症状，尿中チ

　ロヂン及びロイチソは認められず，亜急性黄色肝萎縮

　症の診断は困難と考えられる。むしろ出生直后からの

　黄疸，無胆片汁糞便及び肝腫を主症状とし，臨床的に

　は先天性胆道閉塞症を思わせた。

　　本症の発生病理は未だ不明な鼎が多いが，中毒，梅

　識急性伝染病等に併発又は続発し，娠産婦殊に流産

　等で突然に起ることもあるという。尚サルバルサソ，
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燐，クPロホルム等の諸種申毒に際して本症と全く同

様の所見を呈することがある。叉栄養失調症，個休の感

受性の鋭敏等の索質が関係すると言う。最近はビール

ス性肝炎の重篤型とする説が強い⑤。本例は本学病理

学教室の石升教授の言によれば，出産時既に旋疸が存

在するから，娠娯申に発病していたもので，小児よりも

むしろ母体にその原因があるものと考えられる。しか

し母親は雄娠中ワツセルマン氏反応も陰性であり，特

別な薬を服用したこともない。又黄疸にかかつたこと

もなく，妊娠宋期に身体がだるかつたという外は特別

に異常が認められなかつた。“laskim⑥は小児の急性

黄色肝萎縮症は原因不明のことが多く）成人の原因を

そのま．k引用することは出来ないと言つているが，本

例もその原因は明らかでなかつた。叉本症はしばしば

家庭el勺に発生すると諦が，本例ではかSる軸認め

られなかつた。

　急性黄色肝萎縮症が続発性肝硬変症（長与印型）に移

行することは周知の事実である。特に小児の肝硬変症

は急性黄色肝萎縮症に続発することが多いと言われる．

⑦が，本例の組織学的所見はその経過を明らかに示し

ているものであろう。

　　　　　　　　　結’　　論

　田生時からの黄疸，無胆汁性糞便を主症状とし，臨

床的1こは先天性胆道閉塞症と思われた6ケ月の乳児が

死后剖検の結果，乳児には稀な皿急性黄色肝議縮症な

ることが判明したので，我か国に於ける第2例として

報告した。

　掴筆するに当り御校閲を賜つた恩師高津教授に深謝

し併せて御教示と御校閲を蜘た本学刷蝉教室石

井教授に感謝する。

　本論文の要旨は昭和27年6月第51回日本小児科学会

東京地方会に発表した。
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